日本史プリント　昭和時代３（解答編）
●太平洋戦争の開始

①ABCD包囲陣などによりアメリカとの仲が険悪になった日本は、ついに1941年、（真珠湾）を奇襲攻撃し、同時に、陸軍が（マレー）半島に上陸してイギリス軍を攻撃しました。

②こうして始まった、第二次世界大戦の中でも、特に太平洋を舞台とした戦争を、（太平洋）戦争と呼びます。

③この戦争は、最初は日本が有利に進めていたのですが、（ミッドウェー）海戦での敗北をきっかけに、一気に反撃を受けるようになりました。

④1944年には、爆撃機が日本の本土まで直接来れる距離である（サイパン）島が占領され、本土空襲を受けるようになりました。

⑤本土空襲が始まると、大都市の子供たちは地方に避難させられました。これを、（学童疎開（集団疎開））といいます。

⑥また、戦局が苦しくなると、日本は多くの朝鮮人や中国人を（強制連行）し、鉱山や工場で働かせました。

⑦こうして、日本の敗色が濃くなると、（東条英機）内閣は総辞職しました。

⑧同盟を結んでいた（イタリア）は1943年に降伏し、（ドイツ）も1945年に降伏しました。

⑨それでも日本は戦争を続けようとし、その間に、アメリカが日本の（沖縄）まで攻めてきて、大量の死者が出ました。

⑩さらに、1945年（８）月（６）日、（広島）に原子爆弾が投下され、同年の（８）月（９）日、（長崎）にも投下されました。

⑪アメリカ・イギリス・ソ連の三国は、（ポツダム）会談を開き、戦争が終わった後、ドイツや日本にどのような対処を行うかを決めました。そして、（ポツダム）宣言を発表しました。

⑫日本は、（1945）年（8）月（15）日、これを受け入れて全面降伏しました。







